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から攻撃局面が非常に重要視されているが  1) ，防御局面においては如何なる時も対峙している相手の
得点を防ぎ，ミスさせることによって自チームの攻撃の機会を得ることができ，競技を有利に進める
ことができる  2) 。 
 　防御局面における個人防御行為は，ボール保持者に対する防御行為とボール非保持者に対する防御
行為の2つに大別される  3) 。なかでも，直接得点につながる可能性のあるボール保持者に対する防御
行為は大変重要となる。ボール保持者に対する防御行為で重要なことは，ボール保持者が意図する攻
撃行為（試投，パス，ドリブル，フェイント，ボールキープ）を妨害するためにボール保持者にプレッ
シャーをかけることである  3) 。なぜなら，防御行為によって攻撃者を焦らせ，バランスが崩れた状態
で不正確な試投を打たせるようしむけることができれば，試投成功率は低くなるであろう。そして苦
しい状況で試投を行わせ，なおかつ相手の計画通りにさせないようにすること  4)  が攻撃者のリズムを
崩すことからも重要である。このようにボール保持者にプレッシャーをかけることの重要性は数多く
の指導者によってその重要性が示されている  5)6)7) 。具体的には，得点に連結する試投場面におけるプ
レッシャーをかける防御行為であるシュート・コンテスト （1） が重要となる。 
 1.2　試投者に対する防御行為：シュート・コンテスト 
 　早稲田大学の指導者である倉石は，試投者の視界の中における防御者の手の存在は，試投者に大き
なプレッシャーを与えるとしている  8) 。また，元NBAのコーチであるLapchickやBrownも手を伸ば
して試投を妨害するというシュート・コンテストの重要性について述べている  9)10) 。このようにシュー
ト・コンテストは攻撃者の試投を直接阻止することは無いが，ボールに対して防御者が手をあげるこ
とによって試投者の視界を直接遮るというよりも，試投者自身がシュート・コンテストを意識するこ






にゲームの結果にも影響を与えることが明らかにされている  12) 。しかしながらこれまでにシュート・
（1） シュート・コンテストとは，試投を行おうとした攻撃者のボールに対して手をあげプレッシャーをかけ，試
投を妨害する行為であるBrown. H (2005) Let’s talk defense: tips, skills, and drills for better defensive 




























近づくほどプレッシャーがかかり試投に影響を与えると述べられていることから  12) ，本研究では腕1

























 　全ての統計処理には，統計解析ソフトIBM SPSS statistic 19を使用し，対象チーム間のゲーム全
体におけるシュート・コンテストの有無によって対戦相手の試投成功率の差を検証するために，対応































どうかを検証するために，対応のある  t 検定を行った。その結果，試投成功率平均値間に統計的に有
意な差が認められた（ t (23)＝2.539， p ＜0.05）。
 3.4　上位チーム及び下位（各2チーム）間における試投成功率の比較 



































（失敗）であることを特定している  15) 。すなわち防御時のリバウンド及び2P失点はセンタープレイヤー
のシュート・コンテストと深い関係にあることが考えられる。 
（5） ヘルプとはボール保持者の攻撃行為やドリブル・インを阻止するためにボール非保持者の防御者が攻撃行
為を阻止する行為のことBrown. H (2005) Let’s talk defense: tips, skills, and drills for better defensive 















めには自チームの試投を如何に成功させ，如何に対戦相手の試投を成功させないかが重要である  4) 。
そのため，対戦相手の試投成功率を下げる手段として試投者に対して手をあげる行為すなわちシュー
ト・コンテストが重要であると述べられている  9)12)16) 。 
 　分析の結果，シュート・コンテストは対戦相手の試投成功率に影響を与え，ゲームにおける有効性
を示した。これまでの研究によってゲームの勝敗要因には試投成功率が勝敗に重要な要素であると
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